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正村 和彦 (岐阜大 ･医)
成熟ニホソザル5流 の1側の視覚儲 皮質の各部に傷
(電気溌国による)を作り,術後7-10日後に脳を還流､
固定し,上記の供によって生じた軸索変性の反対側皮質
における分布を Nauta-Gygaxおよび Fink-Heimer法
によって枚索した｡
その結果ニホソザルでは視覚領皮質の交遊線維は主に
area17,18の境界部皮質より起こる事がわかったoさら
に Zeki(1970)の所見と同掛 こ交連線維が皮質のⅠ,
Ⅱ,Ⅱ層に少畳,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ層に多く終止するのが認め
られた｡この棟に area17,18の皮質舘野 の中でもその
碇非部皮貿のみに交遊結合があるのは.この皮質部分のど
の枚な特殊性に基づくのであろうか｡
1)現在の所属 :九大 ･医
著者はネコで,交連結合の密な area17,18の境界邦
皮質のⅡ屑に大型の錐体細胞が分布する蔀を指摘した｡
サルおよびヒトの視覚髄 皮質でも交連結合が密な urea
17,18の境界部皮質,特に area18の,area17との境界
部皮質(juxtastriatearea18,MyL)rS)のⅡ屑にはⅤ屑の
大型錐体細胞に匹敵する大型の細胞が分布しているoこ
の様な点で area17,18の境界部皮質は丙皮質野の他の
部分とは興った特殊な皮質部分であるといえる｡叔近,
著者はヒトの先天性脳梁欠tEi脳を得たので.ヒトのarea
17,18の境界部皮質 (juxtastriatear品 18)のⅡ屑の大
型錐体細胞と交連結合との相関をしらべるために,脳染
欠択脳の2例を Nissl染色校本で枚索しているが,これ
らの脳ではその area18の,area17との境界部政nのⅡ
層には正常脳では明瞭に認められる大型錐体細胞がほと
んど見られない｡
これらの所見は上記のⅡ層大型錐体細胞が交連結合と
密接な関係を有する串を示唆するものと考えられる｡こ
の見解に関しては,脳染線維 (交連線紋)の大部分が小
径であるので,軸索側枝ではないかという疑問,さらに
大型錐体細胞は主として皮質下投射に関係しているので
はないか等の問題が残っているのでさらに枚討しなけれ
ばならない｡
霊長日各種におけるサイロキシン結合プレア
ルブミンの多型現象2)
田名部雄一 (岐大･出)
サイ｡キシソ結合ブL/アルプミソ (TBPA)は盟長日
にのみ認められる血柴霞自JZfiであるが.この訳白斑に多
型が認められることが.AIperら (1969)および Bern-
steinら(1970)によって発見された｡この研死はニホソ
ザルを含む多くの霊長日の唖について,TBPAの存在な
らびにこの多型現象における退伝子頻度を調べ,霊長日
令.qiの近縁関係を知ろうとした0
36憩,1,462頭のサルから採血して得た血祭に131Ⅰ標識
サイロキシソを1∝)nlあたり10-20pgを添加し,トt)
スマt/-ト緩衝液 (郎8.6)を用いて, セルロースアセ
テート膜,またはアガp-スゲル電気泳動を行ない,ゲ
ルを乾規後ラジオオートグラフをとりTBPAを同治し
た｡
原猿並日(Prosimi)のオオギャラ=',コモソツバイ,
広見猿杭(Platyrrhini)のウ-1)-モソキー.チきりベイ
クモザル,1)スザル,フサオマキザル,ヨザルにはTBPA
は存在しないことが明らかとなった.狭1.1狂那 (Catar･
2)小川正率 ･田名部雄一･野沢謙 ;詔長日のサイロキ
シソ結合プL/アルプミ1/ (TBPA)の多型祝言如こつ
いて0第45回日本遺伝学会大会｡
- 42-
